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岩手県津波防災技術専門委員会の検討状況について（報告） 

 

１ 第４回「岩手県津波防災技術専門委員会」の開催状況 

（１）開催日時 平成 23 年７月４日（月） 13:30～17:30 

（２）開催場所 エスポワールいわて 大ホール 

（３）委  員 

委 員 名 職  名 備 考 

今村 文彦 東北大学大学院教授 欠席 

堺  茂樹 岩手大学工学部長 委員長 

首藤 伸夫 東北大学名誉教授  

内藤  廣 建築家・前東京大学教授  

羽藤 英二 東京大学大学院准教授  

平山 健一 
独立行政法人科学技術振興機構 

JST イノベーションサテライトいわて館長 

復興委員会 

委員 

南  正昭 岩手大学工学部教授  

山本 英和 岩手大学工学部准教授  

（４）議  題 

① 岩手県における海岸保全施設の整備目標の考え方について【別紙】 

 ② 個別地区における検討 

・陸前高田市 

・大船渡市 

（５）委員からの主な意見 

・整備目標達成の時期を明示すべき。 

・目標を完全に達成するまでには期間を要すると思うが、一定程度の安全度を確

保することは早急な課題であり、その一定程度の安全度をいつまでに、どの高

さで確保するかを住民に公表すれば、生活設計ができるのではないか。 

・地元市町村は「守りたい地域」「守れない地域」を指定すれば、対策の検討もし

やすいのではないか。 

・対策手法の議論の際には、概算費用を明示すべき。 

・経済活動、観光（景観）等も考慮し、高すぎる防潮堤は望ましくないのではな

いか。 

・地理的状況によるが、もっと避難を優先させた対策を検討すべき。 

・高台移転の際に安易に地盤を嵩上げすると、土砂災害の危険性もあるので注意

が必要。 

・集団移転を実施する際には、区画整理の手法を基準として等価交換が良いので

はないか。 

・宮城県等と調整を図り、安全度は平等に扱うべき。 

・国は「どこまで面倒を見るか」というコンセンサスを示すべき。 

 

２ 今後の予定 

・ ８月９日（火）に第５回「岩手県津波防災技術専門委員会」を開催予定。 

資料２ 


